


ＪＡほくさいの自己改革に関するＪＡほくさいの自己改革に関する
組合員アンケート結果をお知らせします組合員アンケート結果をお知らせします
期
待
度
９割以上が「期待している」 ９割以上が「ＪＡは必要」

９割が
「総合事業を継続すべき」

８割以上が
「制限しない方がよい」

８割以上が「満足」

２割以上が「もともと良い」
６割以上が「改善」

自
己
改
革
へ
の
評
価

ＪＡの必要性

総合事業の
継続

准組合員の
事業の利用の制限

満
足
度

改
善
度

　ＪＡグループでは、「農業者の所得増大」「農
業生産の拡大」「地域の活性化」の３つを基
本目標に自己改革に取り組んできました。こ
れらの取り組みについて、組合員の皆さまか
らの評価をいただくため、平成31年１月か
ら「ＪＡの自己改革に関する組合員アンケー
ト」を実施いたしました。
　お忙しい中、アンケートの回答にご協力い
ただきました組合員の皆さまには、心よりお
礼申し上げます。
　このたび、皆さまからいただいた調査結果
を以下のとおりご報告いたします。

【JAの必要性】
Ｑ．JAは地域農業やくらしにとって必要な
存在だとお感じになりますか？

91％が「（JAは）必要」、「どちらかと
いえば必要」と回答。

90％が「総合事業を継続すべき」、「ど
ちらかといえば継続すべき」と回答。

【総合事業の継続】
Ｑ．JAは農業関連事業や、信用事業・共済
事業など、様々な事業を行っています。これ
について、どのようにお考えになりますか？

「総合事業」とは

　JAは、皆さまの営農や暮らしのあらゆる面に
役立てていただけるよう、農業関連事業のほか、
信用事業・共済事業・生活関連事業など様々な
事業を総合的に行っています。
　しかしながら、「総合事業だから農業関連事業
に力を入れていないのではないか」や、「信用・
共済事業とその他の事業を1つの法人で兼営でき
るのはJAのみで不公平」との批判もあり、「事
業を分割するべきでは」というご意見があります。

　総合事業だからこそ、利用者である組合員の
皆さまにとって便利で多彩なサービスを維持す
ることができます。
　とりわけ、農業関連事業だけをみるとJAの収
支状況は厳しいのですが、総合事業全体の収支の
中で実施しているからこそ、営農指導員の配置や
多額の農業施設への投資などが可能なのです。

総
合
事
業
へ
の
批
判

総
合
事
業
の
意
義

【回答者数】14,989人
【対象者数】22,164人
【調査対象】正・准組合員
【調査期間】平成31年１月～３月末日
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66
％
の
人
が

「
知
っ
て
い
る
」
と
回
答
。

い
ず
れ
の
事
業
も
、
90
％
以
上
が

「
期
待
」「
や
や
期
待
」「
ど
ち
ら

か
と
言
え
ば
期
待
」
と
回
答
。

営
農
指
導
事
業
に
つ
い
て
は
90
％
以
上
が

「
満
足
」「
や
や
満
足
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

満
足
」、
販
売
・
生
産
資
材
購
買
事
業
に
つ
い

て
も
、
85
％
近
く
の
人
が
、
同
様
に
回
答
。

い
ず
れ
の
事
業
も
、
60
％
以
上
の

人
が
「
改
善
」
も
し
く
は
「
改
善

し
つ
つ
あ
る
」
と
回
答
。

【営農指導・販売・購買事業】
Ｑ．JAグループは、「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」につながる分野を最重点として、
下記の３つの事業を中心に拡充・強化することとしています。それぞれの事業について、あ
てはまるものを１つ選んでください。

【自己改革の認知度】
Ｑ．あなたのJAは、「農
業者の所得増大」「農業
生産の拡大」「地域の活
性化」などを目標とした
自己改革に取り組んでい
ます。こうしたJAの取
り組みをご存じですか？

期待度

満足度

改善度

■期待　　　■やや期待　　　■どちらかといえば期待

■どちらかといえば期待せず　　　■あまり期待せず　　　■期待せず

■満足　　　■やや満足　　　■どちらかといえば満足

■どちらかといえば不満　　　 ■やや不満　　　■不満

■もともと良い　　　■改善した　　　■改善しつつある

■悪化しつつある　　　■悪化した　　　■もともと良くない

営農指導事業

農畜産物販売事業

生産資材購買事業

営農指導事業

農畜産物販売事業

生産資材購買事業

営農指導事業

農畜産物販売事業

生産資材購買事業

50.0%

43.4%

43.0%

30.6%

21.3%

28.3%

24.9%

20.1%

24.3% 19.1%

19.3%

20.7%

33.4%

36.9% 10.0%

9.1%

8.2%

11.3%

9.0%

26.4%

24.9%

42.8%

45.1%

43.6%

37.4% 22.1%

29.3% 20.2%

29.5% 20.3%

28.7% 15.6%
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2.4
%
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94％が「応援したい」「どちらかとい
えば応援したい」と回答。

95％が「阻害していない」「どちらか
といえば阻害していない」と回答。

90％が「必要」「どちらかといえば必
要」と回答。

87％が「制限しない方がよい」と回答。

【地域農業や地域づくりの応援】
Ｑ．JAの事業を利用したり、地域の農畜産
物を食べること、農業体験などを通じて、
JAの地域農業の振興や地域づくり活動を応
援したいと思いますか？

【准組合員の利用による阻害】
Ｑ．准組合員のJA事業利用は、正組合員（農
業者）が利用する農業関連事業の改善を阻害
していると思いますか？

【准組合員の利用の必要性】
Ｑ．准組合員のJA事業利用は、正組合員（農
業者）にとっても必要だと思いますか？

【准組合員の利用制限】
Ｑ．准組合員のJA事業の利用が制限される
ことについてどのようにお考えですか？

「准組合員」とは

　JAには、農業者以外でも加入してJAの事業が
正組合員と同じように利用できる准組合員制度が
あり、主に信用・共済・生活関連事業などを中心
に利用されています。
　准組合員の増加は、農業者のための組合という
JA本来の趣旨をそこなっており、正組合員のため
にならないというご意見もあります。

　准組合員の事業利用により、事業規模が拡大し、
JAの経営が安定します。結果として、収支状況が
厳しい営農関連事業の展開や地域に必要な生活サー
ビスの維持が可能となるなど、正組合員にとっても
メリットがあります。
　つまり、JAの事業を通じて、正組合員と准組合
員とで地域の農業とくらしを支え合っているので
す。

准
組
合
員
制
度
へ
の
批
判

准
組
合
員
制
度
の
意
義

准組合員制度について

　JAの自己改革は現在も進行中です。

　これからも、組合員や地域の皆さまと

の対話を大切にしながら、「JAがあって

よかった！」と思っていただけるよう役

職員一丸となって実践してまいります。

　取り組み内容については、随時弊誌

「ニュースストーリー」のコー

ナーでもご紹介してまいりま

すので、ぜひご覧ください。

©みんなのよい食プロジェクト

正組合員対象 正組合員対象

正・准組合員対象

准組合員対象
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Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 理

事
会
か
ら

11
月
28
日
の
主
な
議
案

①
上
半
期
監
事
監
査
意
見
書
の
報

告
に
つ
い
て

②
遊
休
不
動
産
（
旧
川
俣
支
店
お

よ
び
旧
川
俣
倉
庫
）
の
処
分
に

つ
い
て

③
上
半
期
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー

誌
の
作
成
に
つ
い
て

④
役
員
候
補
者
推
薦
・
選
任
内
規

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

⑤
職
員
へ
の
年
末
賞
与
の
支
給
に

つ
い
て

⑥
支
店
等
再
編
計
画
に
つ
い
て

アパート入居者様募集
　ＪＡ管理賃貸住宅（アパート）の入居者様を募集しています。敷金・礼金・更新料なしの
初期費用を低減可能な物件もございます。インターネットに物件情報を掲載しております
ので、検索サイトで「ＪＡほくさいアパート」で検索をお願いいたします。
　また、事前にご連絡をいただければ土・日・祝祭日にもアパートへのご案内をいたします。

行田市内物件：資産管理行田営業所　☎048-556-1171
（※行田営業所ではアパートの仲介業務のみを行っています）

羽生市内物件：経済部資産管理課　　☎048-563-3000
加須市内物件：資産管理加須営業所　☎0480-61-0905

お問い
合わせ

令和１年産麦の品質評価区分（ランク区分）の決定について
■令和１年産評価結果・ランク一覧表

■ランク区分基準

■経営所得安定対策　数量払（品質加算）

税
務
法
律
相
談

１
月
６
日
に
本
店
で
開
催

銘柄 ランク区分 たんぱく
（％）

灰分
（％）

容積重
（㌘/㍑）

フォーリング
ナンバー

あやひかり Ａ 9.2 1.42 847 312

銘柄 ランク区分 たんぱく
（％）

細麦率
（％）

すずかぜ Ｂ 8.4 1.1

小麦（日本めん用） たんぱく（％） 灰分（％） 容積重（㌘/㍑） フォーリング
ナンバー 対象銘柄

基準値 9.7～11.3 1.6以下 840以上 300以上
あやひかり

許容値 8.5～12.5 1.65以下 ― 200以上
上記対象銘柄のうち「あやひかり」については、低アミロース品種の為、たんぱくの許容値を〔8.0％～13.0％〕とします。

麦茶用小粒（六条）大麦 たんぱくⅠ（％） たんぱくⅡ（％） たんぱくⅢ（％） 細麦率（％） 対象銘柄

基準値 7.5～8.9 9.0～10.4 10.5～ 2.2㎜（篩）下に
2.0以下 すずかぜ

許容値 6.5～ ―

Ａランク 評価項目の基準値を３つ以上達成し、かつ、許容値を全て達成している麦
Ｂランク 評価項目の基準値を２つ達成し、かつ、許容値を全て達成している麦

Ｃランク
評価項目の基準値を１つ達成し、かつ、許容値を全て達成している麦
評価項目の基準値を２つ以上達成しているものの、許容値を達成していない麦

Ｄランク Ａ～Ｃ区分のいずれにも該当しない麦

小麦 ※日本めん用 （円/60㎏）

品質区分
（等級/ランク）

１等 ２等
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

小麦 6,760 6,260 6,110 6,050 5,600 5,100 4,950 4,890

大麦 （円/50㎏）

品質区分
（等級/ランク）

１等 ２等
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

六条大麦 6,040 5,620 5,490 5,440 5,010 4,590 4,470 4,420

〈
日
時
〉　

１
月
６
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
よ
り

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
本
店

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店
経
済
部
資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－

３
０
０
０
）

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

❺



詳細な農業者年金の内容やご相談につい
ては、ＪＡほくさいか農業委員会または農
業者年金基金にお問い合わせ下さい。
独立行政法人農業者年金基金
☎03-3502-3942（企画調整室）

年末年始のJA業務
月日 一般業務 ＡＴＭ　8：00～21：00

12月27日 金 通常営業

通常営業
12月28日 土 休業させていただきます12月29日 日
12月30日 月 通常営業
12月31日 火

休業させていただきます

１月１日 水
通常営業※１月２日 木

１月３日 金
１月４日 土

通常営業１月５日 日
１月６日 月 通常営業

※ＪＡのＡＴＭでは、1/1～1/3の間銀行など一部の他金融機関のキャッシュカードがお使いいただけません。また、ＪＡのキャッシュカードも
一部の他金融機関ＡＴＭでお使いいただけません。詳細については、支店窓口または当組合ホームページでご確認ください。

●12/28と1/4は本店ローンセンターも休業させていただきます。
●店舗休業日の交通事故の受付は、☎0120-258-931で24時間承ります。また、故障等レッカーロードサービスについては、☎0120-063-931

にご連絡ください。

月日
行田燃料
配送センター
☎048-556-1668

加須燃料
配送センター
☎0480-61-4303

行田セルフＳＳ
給油7：00～21：00 ガスセンター

12月30日 月 通常営業 通常営業 通常営業
☆休日・夜間の

緊急連絡先

JAほくさい
ガスセンター

☎048-561-8411

12月31日 火 A重油のみ配送※

休業させて
いただきます

１月１日 水
休業させていただきます

休業させて
いただきます１月２日 木

１月３日 金

通常営業１月４日 土 A重油のみ配送※
１月５日 日 休業させていただきます
１月６日 月 通常営業 通常営業

※12/31と1/4のＡ重油の配送は、12/30までにご予約いただきましたお客様に限らせていただきます。緊急にＡ重油をご希望の方は、当日の
AM8：30～AM9：30までに下記宛てにご連絡ください。

　行田配送センター（行田・川里・羽生地区の方）・加須配送センター（加須・騎西・北川辺・大利根地区の方）

月日 行田直売所 羽生直売所 加須直売所 騎西直売所 北川辺直売所
12月20日 金

通常営業

通常営業 通常営業

通常営業 通常営業
12月21日 土 年末感謝福引セール 年末感謝セール12月22日 日
12月23日 月 通常営業 通常営業
12月24日 火 定休日 定休日
12月25日 水 臨時営業 臨時営業

通常営業
通常営業

定休日
12月26日 木 通常営業

通常営業

通常営業12月27日 金
12月28日 土 年末感謝セール 年末感謝セール12月29日 日 通常営業 年末感謝セール
12月30日 月 通常営業 通常営業
12月31日 火 午後１時まで営業 午後１時まで営業 午後１時まで営業 午後１時まで営業 午後１時まで営業
１月１日 水

正月休み
１/１㈬～１/５㈰

正月休み
１/１㈬～１/５㈰

正月休み
１/１㈬～１/５㈰ 正月休み

１/１㈬～１/６㈪

正月休み
１/１㈬～１/５㈰

１月２日 木
１月３日 金
１月４日 土
１月５日 日
１月６日 月 通常営業 通常営業 通常営業 通常営業１月７日 火 定休日 定休日
１月８日 水 定休日 定休日 通常営業 通常営業 定休日
１月９日 木 通常営業 通常営業 通常営業

イベントのご案内

行田直売所 羽生直売所 加須直売所 騎西直売所 北川辺直売所
年末感謝セール
12/28㈯
☆お野菜プレゼント 
☆お米の特売

年末感謝福引セール
12/21㈯～12/22㈰
☆1,000円 以 上お買
上げのお客様にドー
ナツプレゼント
※各日150名様ずつ
☆お米特売セール
★抽選は12/22㈰

年末感謝セール
12/21㈯～12/22㈰
☆野菜詰め放題

（※22日のみ・1,000
円以上お買上げのお
客様）
☆お米特売
☆焼き芋店頭販売

直売所祭
12/15㈰
☆お米特売ほか

年末感謝セール
12/29㈰
☆お米特売ほか

直売所祭
12/14㈯
☆お米特売ほか
年末感謝セール
12/28㈯～12/29㈰
☆1,000円 以 上お買
い上げのお客様に粗
品プレゼント※各日
50名様ずつ
☆お米特売

燃
料
関
係

農
産
物
直
売
所

一
般
業
務
・
Ａ
Ｔ
Ｍ
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加須農林振興センター農業支援部　☎0480－61－3911

ほ
く
さ
い
地
域
の
ス
マ
ー
ト
農
業

ほ
く
さ
い
地
域
の
ス
マ
ー
ト
農
業

　

最
近
話
題
の「
ス
マ
ー
ト
農
業
」

に
つ
い
て
皆
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま

す
か
？

　
「
よ
く
分
か
ら
な
い
よ
」、「
格

好
い
い
ね
」、「
楽
に
な
る
か
も
」、

「
高
く
て
手
が
出
せ
な
い
」、「
自

分
に
は
関
係
な
い
」、
い
ろ
ん
な

意
見
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

　

今
回
の
営
農
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
で

は
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
動
き
や
導
入
例
を
紹
介

し
ま
す
。

〇
ス
マ
ー
ト
農
業
と
は

　

ス
マ
ー
ト
農
業
と
は
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
や
情
報
通
信
技
術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

を
活
用
し
、
省
力
化
・
精
密
化
や

高
品
質
生
産
の
実
現
を
目
指
す
新

た
な
農
業
の
こ
と
で
す
。
言
葉
だ

け
だ
と
想
像
し
づ
ら
い
の
で
、
具

体
例
を
後
段
で
示
し
ま
す
。

〇
国
の
動
き

　

高
齢
化
に
伴
い
農
家
数
が
減
少

し
て
い
ま
す
。
生
産
量
を
維
持
す

る
た
め
に
は
、
一
人
当
た
り
の
生

産
量
を
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
対
応
策
の
一
つ
と
し
て
ス

マ
ー
ト
農
業
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、

推
進
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

〇
ほ
く
さ
い
地
域
で
の
導
入
事
例

　

ほ
く
さ
い
地
域
で
も
ス
マ
ー
ト

農
業
は
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

•
営
農
管
理
支
援
ア
プ
リ

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
使
用

す
る
ア
プ
リ
で
す
。
田
ん
ぼ
一
枚

ご
と
に
、
播
種
日
、
施
肥
日
、
施

肥
量
、
農
薬
散
布
日
、
散
布
農
薬

の
種
類
な
ど
を
記
録
で
き
ま
す
。

ま
た
、
過
去
の
栽
培
歴
な
ど
の
記

録
を
遡
る
こ
と
で
、
作
業
の
参
考

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
ド
ロ
ー
ン

　

追
肥
、
農
薬
散
布
、
カ
メ
ラ
で

生
育
状
況
な
ど
が
分
か
る
リ
モ
ー

ト
セ
ン
シ
ン
グ
な
ど
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
炎
天
下
の
中
、
田

ん
ぼ
に
入
ら
ず
に
で
き
る
と
追
肥

や
農
薬
散
布
が
好
評
の
よ
う
で
す
。

　

問
題
点
は
散
布
時
間
で
十
分
ほ

ど
と
、
一
回
の
飛
行
時
間
が
短
い

こ
と
で
す
。
長
時
間
連
続
で
使
用

す
る
に
は
バ
ッ
テ
リ
ー
を
複
数
個

用
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

•
直
進
ア
シ
ス
ト
＆
自
動
操
舵　

　

６
月
に
行
田
市
の
カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
実
演
し
た
も
の

で
す
。
人
工
衛
星
を
利
用
し
て
、

数
㎝
誤
差
の
田
植
え
を
自
動
で
行

い
ま
す
。
他
に
比
較
的
安
価
な
直

進
ア
シ
ス
ト
田
植
え
機
も
あ
り
ま

す
。

〇
ス
マ
ー
ト
農
業
研
究
会

　

こ
の
他
に
も
様
々
な
機
械
や
技

術
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
営

農
管
理
支
援
ア
プ
リ
の
よ
う
に
導

入
コ
ス
ト
が
低
く
、
経
営
規
模
が

小
さ
く
て
も
活
用
で
き
る
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
高
コ
ス
ト
の
も
の

が
多
く
、
導
入
に
見
合
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
か
判
断
す
る
こ
と
は
簡

単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
農
家
の
方
が
安
心
し
て

ス
マ
ー
ト
農
業
を
実
践
で
き
る
よ

う
に
、
情
報
提
供
や
実
際
に
活
用

中
の
農
家
と
の
意
見
交
換
の
場
づ

く
り
を
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
と
Ｊ

Ａ
ほ
く
さ
い
、
管
内
４
市
が
連
携

し
、
主
穀
作
経
営
農
家
を
対
象
と

し
て
ス
マ
ー
ト
農
業
の
研
究
会
を

設
立
し
ま
す
。
12
月
18
日
に
は
、

設
立
総
会
と
と
も
に
記
念
講
演
を

行
い
ま
す
。
研
究
会
へ
の
参
加
は

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
多
く

の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
関
心
の
あ
る
方
は
下
記
の
番

号
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

加
須
農
林
管
内
の
事
例

加
須
農
林
管
内
の
事
例

か
ら
学
ぶ
Ｓ

か
ら
学
ぶ
Ｓｰー

Ｇ
Ａ
Ｐ

Ｇ
Ａ
Ｐ

ドローンによる除草剤
　　　　　　散布の様子

研究会募集のチラシ

オート田植え機
（６月の実演会の様子）

　

今
回
は
、
管
内
の
Ｓ-

Ｇ
Ａ
Ｐ

の
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
写
真
は
、
平
成
三
十
一
年

四
月
に
認
証
農
場
に
な
っ
た
行
田

市
の
テ
ク
ノ
・
ホ
ル
テ
ィ
園
芸
専

門
学
校
の
道
具
置
き
場
で
す
。

　

Ｓ-

Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
り
組
む
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
が
整
理
整
頓

で
す
。

　

す
ぐ
に
使
い
た
い
の
に
必
要
な

道
具
が
見
つ
か
ら
な
く
て
、
作
業

場
を
20
分
以
上
ウ
ロ
ウ
ロ
し
た
経

験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

学
生
は
、「
農
作
業
に
す
ぐ
入

れ
て
気
持
ち
が
い
い
。」
と
話
し

て
お
り
、
Ｓ-

Ｇ
Ａ
Ｐ
を
推
進
し

て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。　

　

関
心
の
あ
る
方
は
、
加
須
農
林

振
興
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
農
協
Ｔ
Ａ

Ｃ
職
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 整理整頓された道具置き場
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（８～11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

イチゴ出荷スタート～北川辺いちご部～
　北川辺いちご部（橋本光男部長）で、
10月22日からとちおとめの出荷が始
まりました。　
　同部では、９名の部員のうち４名が

「夜冷栽培」を導入しています。定植
前の苗を低温施設で休眠させ、花芽の
分化を早めることで、県内では最も早
く収穫期を迎えることができます。夜
冷のものは11月中旬の七五三需要に、
普通栽培はクリスマス需要にピークを
合わせられるよう並行して栽培管理が
進められます。
　９月の台風15号では、突風によって２軒のハウスのビニールが破損しました。また、収穫を目前に控
えた10月の台風19号では、ハウス内の通路が浸水するなどの被害もありましたが、無事に初出荷を迎え、
部員は安堵の表情を浮かべています。
　出荷は５月下旬まで。県内と青森の市場に出荷されます。

笑顔を広げます～女性部でふれあいデイサービス～
　ＪＡ女性部加須・北支部（遠藤宏子副部長）は、10月16日と23日に
グリーンファーム加須でふれあいデイサービスを行いました。
　招いたのは、三俣地区の高齢者計40名。チームに分かれてのダーツ
ゲームや加須市落語愛好会の会員による落語などを楽しみました。
　昼食には女性部員お手製の弁当がふるまわれました。メインとなる煮
込みハンバーグは、食べやすいようサイズを小さめにし、２個ずつ添え
られました。そのやわらかい仕上がりに、みんな大満足でした。
　16日に参加した94歳の村松昇さんは「とても楽しかった。お弁当も
とても美味しくて、来年もぜひ来たい。」と笑顔で話していました。
　ふれあいデイサービスは、この他３月末までに全地区11会場で行われ、合計約200名が招かれる予定です。

年金友の会各支部で
グラウンド・ゴルフ大会

　年金友の会では、会員相互の親睦と健康増進を目的に各支部でグ
ラウンド・ゴルフ大会を開いています。
　大利根支部（青木利雄支部長）は、10月30日に大利根運動公園
で行いました。爽やかな秋晴れの中、会員約200名が参加しました。
前日の雨の影響で足場が悪く悪戦苦闘する会員でしたが、互いにア
ドバイスし合いながらプレーしました。優勝は大利根中央支店管内
の大塚秀子さんでした。
　11月６日には、北川辺支部（新井善也支部長）が行いました。
会場の柏戸スポーツ公園に集まったのは、会員53名。絶好のグラ
ウンド・ゴルフ日和の中、あちこちで楽しそうな会話や笑い声が響
きました。
　参加した会員は「プレーだけでなく、情報交換も楽しめる。」と
うれしそうに話していました。優勝は橋本貞男さんでした。

とちおとめを収穫する
水野陽さん

　橋本部長（前列右から２人目）と
部員の皆さん　

大塚さん（前列中央）と青木支部長（後
列左）、上位に入賞した皆さん

橋本さん（前列中央）と上位に入賞した
皆さん

23日の様子
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手子林Ａチームが優勝 ～年金友の会ゲートボール大会～
　ＪＡほくさい年金友の会は、11月８
日に羽生市の手子林公民館グラウンドで
第７回ゲートボール大会を開きました。
　開会にあたり、箱島登会長が「日頃の
練習の成果を発揮して頑張ってくださ
い。」と挨拶しました。
　羽生支部から３チーム、北川辺支部か
ら２チームが参加し、総当たり戦で順位
を競いました。
　優勝は手子林Ａ（相沢治夫さん・内田
米子さん・横田悦子さん・根岸征宏さん）
チーム。主将を務めた相沢さんは「わきあいあいと楽しくプレーできたことが勝
因です。」と喜びを話しました。
　また、最高齢の94歳で参加した石井定𠮷さん（手子林Ｃ）には、プレミアムシルバー賞が贈られました。

児童が稲刈り
　下崎環境保全協議会（福島一雄会長）は、
10月17日に加須市下崎の水田で彩のかが
やきの稲刈り体験を行いました。
　招いたのは、加須市立騎西小学校（江森
浩校長）の５年生39名。６名の会員は、
児童に鎌での刈り取りを指導しました。
　イベントの後半には、ほ場を提供した佐
藤公治さんによるコンバインのデモンスト
レーションが行われました。機械が一瞬で

刈り取る様子を見学した子供達は、目を輝かせながら「機械はすごい。昔は大変だ
ったのだなあと思った。」と拍手を送りました。

　また、10月21日には加須市立志多見小学校（佐藤元治校長）の学校ファームで、５・６年生児童46名による
彩のきずなの稲刈りが行われました。
　この稲は、６月に児童らが植えたものです。有限会社早川農場の早川良史代表取締役や社員の皆さんのサポー
トを受けながら、先を競うように刈り取っていました。

年金相談会を開いています
　ＪＡは、10月19日に年金相談会を開きました。 今回の会場は、加須中央・騎西中央・北川辺・大利根中央の
４店舗です。
　北川辺支店の会場では、社会保険労務士の本岡藤栄先生を招いて相談を受け付けました。年金は今後の人生設

計に関わる重要事項とあり、いずれの参加者も真剣な表情で次々に
質問を投げかけました。
　ＪＡでは、この相談会を毎月行っています。これから受取手続き
をされる方だけでなく、今受け取っている年金に疑問のある方など、
お気軽に支店窓口にご予約ください。相談は無料です。
　今後の日程は以下のとおり。

〇12月21日（土）加須中央・騎西中央・北川辺・大利根中央支店
〇　１月18日（土）行田中央・川里中央・羽生中央支店
〇　２月15日（土）加須中央・騎西中央・北川辺・大利根中央支店
〇　３月21日（土）行田中央・川里中央・羽生中央支店

スパーク打撃をする石井さん㊨

刈取りを指導する佐藤さん

優勝した手子林Ａチームの皆さんと
箱島会長（中央）

稲刈りをする志多見小の児童

北川辺支店での様子
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シクラメンの出荷が始まりました
　川里花き出荷協議会で、10月中旬からシクラメンの
出荷が始まりました。
　同会では、贈答用に人気の鉢物や寄せ植えに最適なポ
ットシクラメンなどを８軒の農家が栽培しています。
　約38,000鉢を栽培する小河原正純さんのハウス内で
も、花の形を整えるなど出荷の準備に追われています。

「猛暑ではカビや湿気に悩まされたり、相次ぐ台風への
備えに追われたりと大変な年だった。」と話しながらも、
例年通りの仕上がりに、小河原さんは肩をなで下ろして
います。
　出荷は、12月下旬まで。首都圏を中心に全国の市場
に出荷されます。

豊野支店管内の眞中さんが優勝～県年金友の会ゴルフ大会～
　10月30日に、滑川町のおおむらさきゴルフ倶楽部
で、「第11回県農協年金友の会ゴルフ大会」が開かれ
ました。
　管内から参加したのは、７月に当組合友の会が行っ
たゴルフ大会で上位に入賞した会員20名。同じＪＡ
の会員同士４名ずつチームを組んで個人戦・団体戦に
挑みました。
　県内の15ＪＡから合計212名が参加するなか、豊
野支店管内の眞中俊美さんが優勝の栄冠に輝きまし
た。真中さんは「初めて参加しました。一緒に回った
メンバーの皆さんのおかげで楽しくプレーでき、良い
成績を残せました。」と笑顔で喜び語りました。
　この他、以下の会員が入賞しました。カッコ内は支
店名です。

【個人戦】
第３位：萩原忠和さん（種足）　　第６位：高橋　晃さん（豊野）　　第７位：江森　悟さん（太田）

【団体戦】
第４位：坪井行夫さん（東）・荒井和夫さん（原道）・松本正美さん（原道）・寺山正訓さん（川里中央）
第８位：江森　悟さん・江森幹夫さん（太田）・樹森信雄さん（羽生東）・高瀬賢一さん（羽生東）
第10位：砂賀　隆さん（大利根中央）・眞中俊美さん・高橋　晃さん・駒井博晃さん（豊野）

インボイス制度を学ぶ～羽生資産管理友の会～
　ほくさい農協羽生資産管理友の会（冨永政志会長）は、11月８日から一泊二日で研修旅行に出かけました。
　参加したのは、会員14名。宿泊先の小湊温泉「満ちてくる心の宿吉夢」では、顧問の西田芳秋税理士から新

消費税制と不動産活用の考え方について
学びました。西田税理士は、インボイス
制度について特に熱心に解説しました。
　台風の被害が心配された房総でした
が、行き帰りに立ち寄った観光施設はす
べて通常どおりに営業していました。い
ずれの会員も「復興を応援したい」と、
海産物などの土産をいつもより多めに買
いこんで家路につきました。

シクラメンの手入れをする小河原さん

鋸山日本寺で

３位萩原さん優勝した眞中さん㊧

７位江森さん６位高橋さん
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ミニバス大会を後援
　ＪＡは、11月２日に行田市総合体
育館で行われた「ほくさい地区ミニ

バスケットボール交流大会」に後援しました。
　子供達の交通安全意識の向上を図るとともに、若い世
代に地域に根ざした活動を行うＪＡの魅力を伝えること
が目的です。
　大会では、管内全域から集まった計320名の小学生が、
日頃の練習の成果を発揮して白熱した試合を繰り広げま
した。
　ＪＡは、参加児童全員にＬＥＤリストバンドなどを配

布しました。受け取った親子は「日没が早くなるこれからの季節にぴったり。」と喜んでいました。

ほくさい米をＰＲ～ＪＡグループさいたま農畜産物商談会～
　ＪＡは、10月31日に大宮ソニックシティで行われた「ＪＡグルー
プさいたま農畜産物商談会2019」に出展しました。
　ブースでは、本店営農販売課の加瀬田誠課長らが「彩のかがやき」
の試食を配布しながら管内産の米の魅力をＰＲしたほか、事前予約の
あった業者からの商談に応じました。
　このイベントは、県内農産物の魅力を広く発信するとともに、農業
者の所得増大に向けて販路の拡大や販売力の強化を図る目的で、ＪＡ
埼玉県信連と全農さいたまの主催で３年前から行われています。
　当日は、県内約50社の出展に対し、首都圏の卸・流通業者約750
名が来場しました。

女性部南河原支部の赤飯が大人気～南河原ふれあい祭り～
　11月３日に行田市立南河原中学校で第14回南河原ふれあ
い祭りが行われ、ＪＡ女性部南河原支部（齋藤智子部長）
が出店しました。
　部員は朝の暗いうちから調理したお赤飯を販売しました。
一食ずつパック詰めして店頭に並べると、多くのお客さま
が列を作り、中には一人で何食も買い求める人も出るほど
の人気でした。
　模擬店のほか、ものまねショーや抽選会、恒例の「南河
原はつらつ音頭」も行われ大いに盛り上がった一日でした。

活動事例を発表～ＴＡＣパワーアップ埼玉県大会～
　11月１日にさいたま市のコルソホールで「ＴＡＣパワーアップ埼玉県大会」が開かれました。
　ＴＡＣ（タック）とは、地域の担い手に出向くＪＡ担当者の愛称です。
この大会は、活動のレベルアップとモチベーションの向上を目的に、ＪＡ
埼玉県担い手サポートセンターの主催で毎年行われています。
　当組合からは、優秀賞に輝いた大利根中央支店の富塚賢一職員が「イチ
ゴ栽培におけるＩＰＭを取り入れたハダニ防除体系の確立」と題した事例
発表を行いました。
　現在ＴＡＣとして活動する職員は10名。各基幹支店に配置し、農家の
所得向上をのため、担い手経営体の全戸訪問を目標に活動しています。

「サンズ」チーム（行田）の皆さん

米をＰＲする加瀬田課長㊨
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埼玉大橋
加須市

　かつて北川辺と大利根は陸続きでしたが、元和７年（1621年）、関東郡代・
伊奈忠治の利根川東遷事業により北と南に分断されました。
　利根川によって隔てられ、県内への交通機関が渡し舟のみとなってしまった
北川辺地区。明治以降、架橋を望む声がしだいに大きくなり、県を動かす大き
な力となりました。
　そして、その夢は昭和47年（1972年）に実現します。工費９億3,000万円
をかけて埼玉大橋は完成しました。開通当初は有料橋で、午前６時から午後９
時までの間大型車400円、乗用車200円、小型車50円を有人の料金所で支払い
ました（平成元年３月31日廃止）。
　現在大利根側の橋のたもとには、架橋に尽力した栗原浩元知事の胸像が設置
されています。大利根・原道地区出身の元知事は、今もこの地で郷土の発展と
橋の安全を見守り続けています。

身近な地域の名所をご紹介します

ほくさいほくさい
彩彩発発 見見

軽
ト
ラ
の
タ
イ
ヤ
軋
ま
せ
今
年
米　
　
　
　

川　

里　

黒
巣　

友
子

北
風
吹
い
て
上
毛
三
山
近
づ
け
る　
　
　
　

羽　

生　

五
十
嵐
弘
子

蒲
団
干
す
家
の
減
り
ゆ
く
故
郷
か
な　
　
　

大
利
根　

野
口　

勇
一

助
っ
人
と
言
え
ど
も
子
供
晩
稲
刈
り　
　
　

騎　

西　

湯
橋　

信
子

思
案
げ
な
菊
師
仕
上
げ
の
空
鋏　
　
　
　
　

羽　

生　

五
月
女
文
子

亡
き
友
の
星
の
増
え
ゆ
く
夜
寒
か
な　
　
　

加　

須　

松
永　

喜
芳

労
い
の
一
言
貰
ふ
稲
刈
機　
　
　
　
　
　
　

騎　

西　

中
島　

价
市

散
り
初
め
て
色
香
輝
く
金
木
犀　
　
　
　
　

行　

田　

荻
原　

増
夫

避
難
所
へ
深
夜
の
車
列
台
風
裡　
　
　
　
　

騎　

西　

持
塚　

悦
夫

落
日
の
影
絵
の
ご
と
く
秋
簾　
　
　
　
　
　

大
利
根　

平
間
千
恵
子

秩
父
嶺
に
沈
む
夕
日
や
暮
れ
の
秋　
　
　
　

羽　

生　

道
給　

喜
仙

観
る
人
の
心
な
ご
む
や
菊
人
形　
　
　
　
　

騎　

西　

戸
田　

達
子

庭
師
来
て
秋
の
雅
を
整
え
り　
　
　
　
　
　

加　

須　

松
本　
　

清

木
枯
の
夜
は
お
ふ
く
ろ
と
懐
メ
ロ
を　
　
　

行　

田　

永
沼
規
美
雄

鵙
の
来
て
庭
の
主
役
と
な
り
に
け
り　
　
　

羽　

生　

樋
口
登
美
子

父
の
忌
や
墓
標
を
白
き
萩
し
ぐ
れ　
　
　
　

騎　

西　

田
沼　

絹
子

夕
顔
や
赤
城
に
続
く
利
根
堤　
　
　
　
　
　

羽　

生　

平
井　

昭
政

燃
ゆ
る
如
窓
に
と
び
こ
む
曼
珠
沙
華　
　
　
　

〃　
　

多
田
千
代
子

ゐ
の
こ
づ
ち
抜
い
て
終
わ
り
ぬ
庭
仕
事　
　
　

〃　
　

栗
原　

倉
子

神
無
月
三
亀
の
そ
り
四
年
経
つ　
　
　
　
　

行　

田　

天
沼　

広
吉

晩
学
の
句
作
に
励
む
冬
日
和　
　
　
　
　
　

羽　

生　

長
瀬　

三
男

新
米
や
朝
餉
の
膳
に
翔
ん
だ
声　
　
　
　
　

加　

須　

田
口　

悦
子

草
紅
葉
川
面
を
焦
が
す
利
根
の
夕　
　
　
　

羽　

生　

杉
山　
　

榮

※
２
月
号
へ
の
投
句
は
、
12
月
25
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
３
４
８-

８
５
１
３　
　
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
部
営
農
販
売
課
（
住
所
不
要
）
宛

て
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
原
野
歩
留　

選

銀
杏
の
落
ち
る
に
ま
か
せ
無
住
寺　
　
　

騎　

西　
　

泉
津
井　

清

（評）
住
職
の
い
な
い
寺
は
ど
こ
と
な
く
淋
し
い
。
そ
れ
を
銀
杏
の
大
樹

が
守
っ
て
い
る
。
昔
は
拾
っ
て
茶
碗
蒸
し
に
し
た
り
炒
っ
た
り
し
て

食
し
た
が
、
匂
い
が
強
く
手
間
が
か
か
る
。
最
近
は
何
処
で
も
買

え
る
の
で
拾
う
人
も
少
な
く
な
っ
た
。
中
七
の
「
お
ち
る
に
任
せ
」

が
そ
の
状
況
を
捉
え
て
い
る
。
静
寂
を
感
じ
る
句
で
あ
る
。

栗原元知事の胸像
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加
須
市
柳
生

下
山
　
花は

な
　
え恵

ち
ゃ
ん　
（
６
）

　
　
　
由よ

し
　
え恵

ち
ゃ
ん　
（
３
）

　
　
　
新あ

ら
た

く
ん　

 

（
８
ヶ
月
）

お
か
あ
さ
ん
へ

「
い
つ
も
ご
は
ん
を
作
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

お
か
あ
さ
ん
・
幸
恵 

さ
ん
（
33
）

「
み
ん
な
仲
良
く
元
気
に
育
っ
て
ね
」

家
族

お
と
う
さ
ん
　
　
　
　
　
豊
　
　
さ
ん
（
33
）

お
じ
い
ち
ゃ
ん
　
　
　
　
房
巳
　
さ
ん
（
60
）

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
　
　
　
　
孝
子
　
さ
ん
（
61
）

ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
　
　
弁
吉
　
さ
ん
（
86
）

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
　
　
イ
ツ
　
さ
ん
（
84
）

小
林
亮
さ
ん
・
由
美
子
さ
ん
ご

夫
妻
の
次
女
・
心
実
ち
ゃ
ん
、
三

女
・
紗
月
ち
ゃ
ん
、
三
男
・
賢
人

く
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

お
絵
か
き
が
上
手
な
心
実
ち
ゃ

ん
。
家
族
の
似
顔
絵
が
得
意
で
す
。

紗
月
ち
ゃ
ん
は
動
物
が
大
好
き

で
、
生
き
物
の
番
組
が
テ
レ
ビ
で

放
送
さ
れ
る
と
、
真
剣
な
表
情
で

鑑
賞
し
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
の
バ
ン
ド
「
ク
ィ
ー

ン
」フ
ァ
ン
の
賢
人
く
ん
。
モ
チ
ー

フ
に
し
た
映
画
「
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
・

ラ
プ
ソ
デ
ィ
」
で
は
、
ラ
ス
ト
の

ラ
イ
ブ
シ
ー
ン
が
特
に
お
気
に
入

り
だ
そ
う
で
す
。

向
上
心
を
持
っ
た
素
直
な
人
間

に
育
っ
て
欲
し
い
と
願
う
ご
両
親

の
も
と
、
今
日
も
仲
良
し
の
姉
弟

で
す
。

加
須
市
杓
子
木

小
林
　
心こ

こ

実み

ち
ゃ
ん　
（
6
）

　
　
　
紗さ

月つ
き

ち
ゃ
ん　
（
4
）

　
　
　
賢け

ん

人と

く
ん
　　
（
2
）

加
須
市
下
崎

田
口
　
よ
ね 

さ
ん　
　
（
94
）

「
好
き
嫌
い
な
く
な
ん
で
も
よ
く
食

べ
、よ
く
働
く
こ
と
が
長
生
き
の
秘
訣
」

と
お
っ
し
ゃ
る
よ
ね
さ
ん
。

お
料
理
や
編
み
物
が
趣
味
で
、
特
に

ご
自
分
の
大
好
物
で
も
あ
る
お
赤
飯

は
、
よ
く
蒸
し
て
人
に
差
し
上
げ
る
そ

う
で
す
。

ま
た
、
う
ど
ん
打
ち
も
お
上
手
で
、

２
歳
の
ひ
孫
さ
ん
と
一
緒
に
作
り
な
が

ら
、
そ
の
技
を
伝
え
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

☆
豊
さ
ん
は
、
令
和
２
年
Ｊ
Ａ
カ
レ
ン
ダ
ー
の
１
・
２

月
に
も
登
場
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

加
須
市
弥
兵
衛

尾
林
　
侑た

空す
く

く
ん 

（
１
）

尾
林
健
次
さ
ん
・
理
恵
子
さ
ん

ご
夫
妻
の
長
男
・
侑
空
く
ん
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

侑
空
く
ん
の
お
名
前
は
、
人
を

助
け
る
こ
と
の
で
き
る
子
に
育
っ

て
欲
し
い
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。最

近
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
侑

空
く
ん
。
数
歩
進
む
と
誇
ら
し
げ

な
表
情
で
自
分
に
拍
手
を
送
り
ま

す
。
一
番
好
き
な
お
も
ち
ゃ
は
テ

レ
ビ
の
リ
モ
コ
ン
で
、
い
じ
く
り

ま
わ
し
て
は
い
ろ
い
ろ
な
番
組
を

録
画
し
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。

健
康
で
、
た
く
さ
ん
お
友
達
の

い
る
子
に
育
っ
て
欲
し
い
と
願
う

ご
両
親
の
も
と
、
今
日
も
す
く
す

く
成
長
中
の
侑
空
く
ん
で
す
。
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お
医
者
さ
ん
か
ら
夫
の
病
状
を

告
げ
ら
れ
た
の
で
、
と
り
あ
え
ず

夫
の
貯
金
口
座
か
ら
５
０
０
万
円

を
払
戻
し
ま
し
た
。
医
療
費
な
ど

を
支
払
い
相
続
開
始
時
の
現
金
残

高
は
３
０
０
万
円
で
し
た
。
そ
の

後
、
現
金
は
全
額
葬
式
費
用
に
あ

て
ま
し
た
。
金
庫
の
中
に
は
普
通

貯
金
通
帳
の
ほ
か
10
年
前
に
預
け

入
れ
た
と
思
わ
れ
る
子
や
孫
た
ち

の
名
義
の
定
期
貯
金
の
証
書
と
届

出
の
印
鑑
が
あ
り
ま
し
た
。
普
通

貯
金
の
口
座
か
ら
毎
月
30
万
円
を

払
戻
し
て
い
る
ほ
か
、
３
年
前
に

６
０
０
万
円
、
８
年
前
に
７
０
０

万
円
を
払
戻
し
た
こ
と
も
わ
か
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
引
の
結
果

と
し
て
の
残
高
証
明
書
を
も
と
に

相
続
税
を
計
算
し
て
申
告
納
税
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
相
続
税

の
申
告
前
に
見
直
す
べ
き
も
の
が

あ
り
ま
す
か
。

相
続
預
貯
金
の
払
戻
し

　

相
続
が
始
ま
る
と
、
各
相
続
人
は

遺
言
書
が
あ
る
か
遺
産
の
分
割
協
議

が
整
う
ま
で
は
単
独
で
相
続
預
貯
金

の
払
戻
し
が
で
き
ず
不
便
で
し
た
。

そ
こ
で
相
続
法
が
改
正
さ
れ
、
遺
産

分
割
の
調
停
や
裁
判
が
長
引
く
場
合
、

借
入
金
の
返
済
や
税
金
の
納
付
、
生

活
費
の
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
預
入

店
舗
ご
と
に
相
続
人
一
人
あ
た
り
最

高
１
５
０
万
円
ま
で
払
戻
し
を
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

預
貯
金
が
現
金
と
い
う
相
続
財
産
に

　

そ
れ
で
も
、
相
続
が
近
い
こ
と
を

知
ら
さ
れ
る
と
、
相
続
人
ら
は
被
相

続
人
の
預
貯
金
の
払
戻
し
を
実
行
す

る
も
の
で
す
。
あ
と
で
預
貯
金
を
下

ろ
せ
な
く
な
る
か
ら
、
葬
式
費
用
を

用
意
し
て
お
き
た
い
か
ら
、
預
貯
金

の
残
高
を
小
さ
く
し
て
お
き
た
い
か

ら
、
な
ど
と
動
機
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

生
前
の
払
戻
に
よ
っ
て
葬
式
費
用
を

賄
う
こ
と
が
で
き
る
も
、
預
貯
金
が

減
っ
て
現
金
が
増
え
た
だ
け
の
こ
と

で
す
か
ら
、
急
い
で
下
ろ
す
効
果
は

少
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

生
前
払
戻
金
は
財
産

　

生
前
に
払
戻
し
た
ま
ま
相
続
を
迎

え
た
現
金
は
、
ど
こ
ま
で
も
相
続
財

産
で
す
か
ら
、
お
葬
式
費
用
や
借
入

金
等
の
支
払
に
あ
て
た
と
し
て
も
、

こ
れ
を
相
殺
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
相
続
財
産
か
ら
債
務
や
葬
式
費

用
を
二
重
に
控
除
す
る
こ
と
に
な
る

か
ら
で
す
。

生
活
費
と
し
て
の
預
貯
金
の
払
戻
し

　

老
夫
婦
世
帯
に
お
い
て
月
々
払
い

戻
す
30
万
円
は
、
生
活
費
の
た
め
の

預
貯
金
の
取
崩
し
で
す
が
、
生
計
中

心
者
で
な
い
被
相
続
人
の
預
貯
金
を

払
い
戻
し
て
負
担
す
る
必
要
以
上
の

生
活
費
は
、
生
活
扶
養
者
等
に
対
す

る
贈
与
ま
た
は
貸
付
金
と
み
な
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
留
意
し
て

下
さ
い
。
定
期
的
な
払
戻
金
が
家
族

の
ヘ
ソ
ク
リ
と
し
て
家
族
名
義
の
預

貯
金
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
も
う
一

度
見
直
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

数
年
前
の
払
戻
金
の
使
途
と
税
金

　

生
前
に
お
け
る
預
貯
金
の
払
戻
し

金
が
相
続
財
産
を
構
成
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
被
相
続
人
が
払
戻
し
た

分
だ
け
相
続
財
産
は
少
な
く
な
っ
て

い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
生
活
費
と
し

て
費
消
し
た
も
の
で
も
、
払
戻
し
た

資
金
の
使
途
を
よ
く
確
認
し
て
財
産

性
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
金
銭
の
生
前
贈
与
を
受
け
た
人
は

贈
与
税
の
申
告
納
税
の
ほ
か
、
３
年

以
内
の
贈
与
財
産
を
相
続
財
産
に
加

算
す
る
こ
と
が
あ
る
（
相
続
時
精
算

課
税
制
度
の
適
用
を
受
け
た
場
合
は

必
ず
加
算
し
ま
す
）
の
で
留
意
し
て

下
さ
い
。
②
家
族
の
名
義
に
し
た
貯

金
は
相
続
財
産
そ
の
も
の
で
す
。
③

共
済
掛
金
の
払
込
み
に
当
て
た
場
合

は
、
解
約
返
戻
金
相
当
額
又
は
契
約

者
へ
の
掛
金
相
当
額
の
貸
付
金
が
相

続
財
産
に
な
り
、
契
約
者
で
あ
る
被

相
続
人
の
死
亡
に
伴
う
共
済
金
は
非

課
税
財
産
に
な
り
ま
す
。
④
相
続
人

の
名
義
で
農
機
具
や
自
動
車
な
ど
を

購
入
し
た
場
合
は
、
購
入
額
を
相
続

人
へ
の
貸
付
金
と
し
ま
す
。
⑤
被
相

続
人
の
名
義
で
購
入
し
た
農
機
具
や

自
動
車
は
そ
の
未
償
却
残
高
が
相
続

財
産
に
な
り
ま
す
。

子
や
孫
へ
の
名
義
預
貯
金

　

10
年
前
に
子
や
孫
た
ち
の
名
義
と

し
た
定
期
貯
金
は
、
被
相
続
人
が
子

や
孫
た
ち
へ
贈
与
し
よ
う
と
し
た
財

産
と
思
わ
れ
ま
す
。
贈
与
の
要
件
を

満
た
す
た
め
に
は
「
あ
げ
ま
す
」「
頂

き
ま
す
」
の
契
約
の
も
と
に
、
受
贈

者
が
自
ら
管
理
し
処
分
で
き
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
定
期
貯

金
の
証
書
や
届
出
の
印
鑑
が
金
庫
内

に
保
管
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

ま
と
も
に
手
渡
す
と
使
わ
れ
て
し
ま

う
の
で
は
と
贈
与
者
が
管
理
し
て
き

た
典
型
的
な
名
義
預
貯
金
で
す
。
す

で
に
６
年
の
更
正
処
分
の
期
限
を
超

え
て
い
ま
す
が
、
実
在
す
る
預
貯
金

で
す
か
ら
相
続
税
の
課
税
対
象
に
な

り
ま
す
。

大
き
な
払
戻
し
へ
の
記
録

　

預
貯
金
口
座
か
ら
の
払
戻
し
を
請

求
す
る
と
、
そ
の
事
実
が
通
帳
に
記

載
さ
れ
ま
す
が
そ
れ
だ
け
で
は
後
日

の
検
証
は
で
き
ま
せ
ん
。
誰
が
請
求

し
た
の
か
、
使
途
は
何
か
、
誰
に
渡

し
た
の
か
な
ど
を
付
記
し
て
お
く
こ

と
で
す
。
生
前
払
戻
し
は
、
生
前
に

相
続
人
が
目
的
も
な
く
慌
て
て
行
う

こ
と
か
ら
、
こ
の
期
に
多
額
の
現
金

を
抱
え
、
争
い
の
種
に
な
り
か
ね
な

い
。
被
相
続
人
が
、か
ね
て
か
ら「
あ

あ
し
た
い
」「
こ
う
し
て
お
き
た
い
」

な
ど
と
考
え
て
き
た
こ
と
を
、
意
思

能
力
が
あ
る
う
ち
に
実
現
し
て
あ
げ

る
の
も
相
続
人
の
役
割
だ
と
思
い
ま

す
。

生
前
の
預
貯
金
の
払
い
戻
し
と

名
義
預
金
の
税

�



二重マスの文字を
A ～ E の 順 に 並
べてできる言葉は
何でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
手
に
は
め
る
防
寒
具

❷
良
い
香
り
が
す
る
─
─
キ
ャ
ン
ド

ル❸
リ
ン
ゴ
の
芯
の
周
り
に
入
っ
て
い

る
こ
と
も

❺
つ
ら
さ
を
ぐ
っ
と
耐
え
忍
ぶ
こ
と

❻
穴
を
開
け
る
工
具

❽
結
婚
指
輪
を
は
め
る
と
こ
ろ

⓬
餅
を
つ
く
人
が
手
に
持
ち
ま
す

⓭
冬
空
か
ら
降
る
白
い
物

⓮
ロ
シ
ア
の
首
都
で
す

⓯
怖
い
話
を
聞
く
と
凍
り
そ
う

⓰
住
み
込
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん

⓱
無
地
の
物
に
は
付
い
て
い
ま
せ
ん

⓳
ト
ナ
カ
イ
も
こ
の
仲
間

タ
テ
の
カ
ギ

❶
毛
糸
や
棒
針
な
ど
を
使
っ
て
楽
し

〈
応
募
の
方
法
〉

・
ハ
ガ
キ
に
答
え
、住
所
、氏
名
、年
令
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、〒
３
４
８
ー

８
５
１
３　

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
部
営
農

販
売
課
宛
送
付
（
住
所
の
記
入
は
不
要

で
す
）、
ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ
お
出
し

く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
し
て
い
た
だ
く

場
合
は
、
令
和
元
年
10
月
１
日
よ
り
通

常
は
が
き
の
郵
便
料
金
が
63
円
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ

い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
締
切
は
令
和
元
年
12
月
末
日
到
着
分

ま
で
。

・
正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を
お

贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応
募

用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び
下
記

の
ご
意
見
・
近
況
掲
載
の
目
的
以
外
に

は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
）

〈
11
月
号
の
答
〉

　

コ
ガ
ラ
シ

み
ま
す

❹
年
賀
状
を
書
く
た
め
に
買
っ
て
こ

な
く
ち
ゃ

❼
積
み
上
げ
て
塀
を
作
る
こ
と
も

❾
ポ
ン
ポ
ン
と
突
い
て
遊
び
ま
す

❿
ツ
キ
ノ
ワ
、
ホ
ッ
キ
ョ
ク
と
い
え

ば⓫
肌
の
こ
と
。
ド
ラ
イ
─
─

⓭
食
用
に
す
る
ユ
リ
の
鱗
茎
（
り
ん

け
い
）

⓯
O
P
E
C
は
─
─
輸
出
国
機
構
の

略
称
で
す

⓰
も
ろ
み
な
ど
を
搾
っ
た
後
に
残
る

物⓱
水
道
、
電
気
と
並
ぶ
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン⓲
グ
ル
メ
と
も
呼
ば
れ
る
─
─
家

⓴
A
M
を
聞
こ
う
か
な
、
F
M
に
し

よ
う
か
な

㉑
言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
で
す

☆
10
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
10
名
で
す
。

ご
当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ち
ょ
き
ん
ぎ
ょ
グ
ッ
ズ
を

お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
は
皆
さ
ま
に
と

っ
て
ど
ん
な
１
年
で
し
た
か
？

　

新
し
い
天
皇
陛
下
の
ご
即
位
や
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
日
本
初
開
催
に

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
一
方
で
、
相
次
ぐ
台
風
に
頭
を
悩
ま
せ
ら
れ
た
年
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　

来
年
は
ね
ず
み
年
、
新
し
い
干
支
の
サ
イ
ク
ル
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
私
た
ち
の

気
持
ち
も
新
た
に
行
き
た
い
も
の
で
す
ね
。
皆
さ
ま
の
更
な
る
飛
躍
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｊ
・
Ｓ

編
集
後
記

☆
飯
田　
正
吉
さ
ま
（
行　

田
）

☆
関
口　
和
江
さ
ま
（
行　

田
）

☆
大
沢
ふ
み
子
さ
ま
（
行　

田
）

☆
小
野　
治
美
さ
ま
（
川　

里
）

☆
清
水　
正
美
さ
ま
（
羽　

生
）

☆
小
林　
春
江
さ
ま
（
羽　

生
）

☆
杉
山　
朝
野
さ
ま
（
加　

須
）

☆
福
田　
道
子
さ
ま
（
加　

須
）

☆
遠
井　
隆
子
さ
ま
（
騎　

西
）

☆
中
野　
郷
子
さ
ま
（
大
利
根
）
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